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資料 5. 討議議事録 (1)基本設計現地調査時（和文） 

 

ベナン共和国第 5次村落給水計画 

基本設計調査協議議事録（仮訳） 

 

ベナン共和国からの要請に基づいて、日本政府は「第 5次村落給水計画」（以下、計画という）

に関する基本設計調査の実施を決定し、その実施を国際協力事業団（以下 JICAという）に委託し

た。 

JICAは、JICA無償資金協力部業務第１課竹内博史を団長とする基本設計調査団（以下、調査団

という）を 2003年 4月 6日から 4月 11日までベナン国に派遣した。 

調査団は、ベナン国政府関係者と協議するとともに、対象地域において現地調査を実施した。 

協議及び現地調査の結果、双方は附属書に記述された主要事項について確認した。本調査団は

引き続き調査を実施し、基本設計調査報告書をとりまとめる予定である。 

 

2003年 4月 11日 コトヌにて 

 

               

                                                      

竹内 博史                マリウス・A・アオポッシ 

基本設計調査団長      水利局局長 

国際協力事業団      鉱山・エネルギー・水利省 

日本国          ベナン共和国 
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附属書 

1 計画の目的 

 本計画は、給水施設建設、機材供与によってベナンにおける給水環境を改善し、ギニアワームな

どの水因性疾患を減少させ、もって当該地域の生活環境の改善を図るものである。 

2 計画対象地域 

 両者の協議の結果、ベナン側は計画対象地域を給水事情が厳しい別添 1の地図にある地域とした。

また、両者は適正な基本設計現地調査のために別添 2に挙げる 148箇所のレベル 1（人力ポンプ付

深井戸）サイト、10箇所のレベル 2（小規模村落給水施設）サイト及び 100箇所の既存レベル施設

改修サイトを調査することとした。調査対象サイト選定にかかる協議概要については後述の８－１

及び８－２に示すとおりである。 

3 責任機関及び実施機関 

3-1 責任機関 

      鉱山・エネルギー・水利省 

3-2 実施機関 

      水利局 

4 ベナン側からの要請内容 

 両者の協議の結果、ベナン側は別添 3に添付した項目を要請した。JICAは今後の現地調査及び

国内解析により要請の妥当性を検証し、無償資金協力として適切と判断した場合、日本国政府にそ

の承認を推薦する。本計画の機材の品目、仕様、数量については最終的には今後の解析作業及び日

本国政府の本計画に係る予算等を考慮して決定される。 

5 日本の無償資金協力について 

1) ベナン側は調査団が説明した別添 4の日本の無償資金協力の仕組みを理解した。 

2) ベナン側は日本政府が無償資金協力を実施する場合にはその円滑な実施のために、別添 5に挙

げるベナン側が対応すべき負担事項を実行する。 

6 調査の予定 

(1) 本調査団は、引き続き 2003年 5月 19日まで調査を継続する。この中で、ベナン国の給水事

情、各サイトの水理地質条件、機材調達事情、他ドナーの状況及び過去の無償資金協力案件

のレビュー等の調査を実施する。 

(2) JICAは基本設計概要書を作成するとともに、基本設計概要説明調査団を 2003年 7月頃に派
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遣し、基本設計概要についてベナン側に説明するとともに、ベナン側の必要準備事項を確認

する。 

(3) 基本設計概要書の内容について、ベナン側に原則的に受け入れられた場合、JICAは基本設計

調査報告書を作成し、これを 2003年 9月頃ベナン側に送付する。 

7 免税措置 

 ベナン側は、本計画の調査及び実施に係る VATについても免税とすることを確約した。 

8 その他の協議事項 

8-1 調査対象地域の選定について 

ベナン側の要請はモノ、クフォー、コリーヌ、プラトー、ウエメ、ズーの 6県における 300箇所

のレベル 1（人力ポンプ）井新設と 100箇所のレベル１井戸補修、20箇所のレベル 2（共同水栓ま

での給水システム）であった。調査団は今回の協力が安全な水を供給し、ギニアワーム等の水因性

疾患を防止するために以下の方針で調査を行うこと。また、最終的に調査を行うサイトについては

「2 計画対象地域」に挙げるとおりとすることを、ベナン側と合意した。 

1)  基盤岩が露出するなど地下水開発が困難な地域であること。 

2)  ギニアウォームが発生するなど地下水開発の緊急性が高いこと 

 3)  レベル 2については、水理地質データから充分な揚水量が期待されるサイトであること。ま

た、給水に対する集落の意識が高く、水管理委員会が組織化されているサイトを対象とする

こととする。なお、除外されたサイトについてもレベル 1の要件を満たす場合にはレベル 1

に関する調査を実施する。  

8-2 調査方法についての協議 

調査団は、上記の対象村落において水理地質・電気探査および社会環境調査を行い、物理的な井

戸掘削可能性および各集落の現在の給水状況と井戸への要望、また、維持管理体制の確実性を調査

し、井戸建設と維持管理の両面で実行可能性の高いサイトを対象として日本国政府に推薦する方針

を説明した。その結果については 6(2)で示したとおり基本設計概要説明時にベナン側に説明する

こととした。この調査方法についてベナン側はおおむね了解した。 

8-3 過去の無償資金協力案件及び他ドナー調査の検証について 

 調査団は、調査団の方針として、日本の無償資金協力の仕組みの中で、可能な限り、品質のいい

井戸を安価に建設することとしていることを説明した。ここで、井戸及び給水システムを適正に維

持管理する方策を検討するために、過去に無償資金協力で実施した井戸及び給水システムと他ドナ

ーの実施状況・内容、各村落の維持管理体制や維持管理状況を調査することを説明した。また、調

査団はベナン側に調査に必要な便宜供与を要請した。ベナン側は調査の主旨を理解し、必要な便宜
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供与を行うことを表明した。 

8-4 技術協力について 

 ベナン側は施設建設後の維持管理体制の強化を重視していることを説明し、調査団に対して井戸

の維持管理体制を確立するために必要な普及啓蒙にかかるソフト支援を要望した。調査団は、この

分野の支援のためには、国、県、各村落の役割を明確化し、各村落が井戸建設までに水管理委員会

を設立し積み立てを行うことが重要であることを説明した。その上で各組織に必要な普及啓蒙のソ

フト支援を行うこととしたいと発言した。両者は今後の調査で現在の普及啓蒙体制を明確化し、ま

た、ベナン側が井戸建設に際し各村落に水管理委員会を設立することを条件として、最適なソフト

支援について協議・検討することに合意した。 

8-5 井戸モニタリング体制 

 調査団はベナン側が井戸の維持管理にかかる定期的なモニタリング体制を確立することが井戸

の適正な使用への必要条件であることを説明し、ベナン側は理解した。両者は今後の調査の中で適

正な維持管理のためのチェックリストを作成しそれによりベナン側は井戸管理を行うことを合意

した。 

 

別添 1 計画対象地域 

別添 2  計画対象サイト一覧 

別添 3   ベナン側からの要請 

別添 4   水利局組織図 

別添 5   日本の無償資金協力の仕組み 

別添 6   ベナン側の行うべき措置 
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別添 3   ベナン側からの要請 

 

1. 人力ポンプ付深井戸の建設    148井 

2. 小規模村落給水施設の建設  10箇所 

3. 既存深井戸の改修         100井 

4. 必要な機材等の供与 

A. 既存の井戸掘削機及びコンプレッサー用の交換部品 

a) 既存の井戸掘削機の交換部品 

b) 高圧コンプレッサー用の交換部品 

 

B. 既存の支援車両用の交換部品 

a) クレーン車、5t 

b) クレーン車、3t 

c) ダンプトラック 

d) 給水用のタンクローリー 

e) 保守用のトラック 

f) 小型ピックアップトラック 

g) ステーションワゴン 

 

C. 随行・連絡用の車両 

a) 燃料用のタンクローリー 

b) 保守用の車両 

c) 小型ピックアップトラック 

d) ステーションワゴン 

 

D. 探査機器 

a) 電気探査機器 

b) GPS 

 

E. 深井戸試験・調査用の機器 

a) 井戸検層器 

b) 水中ポンプ 

c) 上記用の発電機 

d) 水質分析用機器 

e) その他の調査用機器 

 

F. 人力ポンプ修理用の機材 
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G. 啓蒙活動用の機器 

a) ビデオ機器輸送用の車両 

b) 現地報告のためのビデオ機器 

c) モンタージュ用のビデオ機器 

d) 巡回活動用のビデオ機器 

 

H. 深井戸用ケーシング類 

a) ケーシング  

b) スクリーンパイプ  

c) ボトムプラグ  

d) セントラライザー  

 

I. 人力ポンプ 

a) 人力ポンプ 

b) 交換部品 

 

J. 上記機材の交換部品 
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資料 5. 討議議事録 (2)改修井戸リスト変更依頼書（和文） 

 
 
ベナン共和国                    コトヌーにて、2003年 5月 5日 

鉱山・エネルギー・水利省 

水利局 

No.610   DH/MEMH/   /DIH /SAEP 

                                               水利局長より 

                        ＪＩＣＡ基本設計調査団長殿 

                          － コトヌ － 

 

井戸改修工事用に提案された村落リストについての変更要請（仮訳） 

 

調査団団長殿 

 

ベナン側は第 5 次村落給水計画の一環として井戸改修工事用に提案された村落リストに関

して幾つかの村落の変更をお願い申し上げます。 

 

実際に上記プロジェクトで当初提案された 100 ヵ村で行った社会学的調査の結果、このリ

ストの 35ヵ村において、井戸改修工事に対する住民の意識が非常に低く受け入れ準備が整

わないことを連絡するのは遺憾であります。 

 

従いまして、水利局は、当初の不適格な村落に換えて井戸改修工事のための意識が高く、

かつ受け入れ準備のある 35ヵ村への修正を要請します。 

 

この住民の強い関心が日本側に考慮され、表記の変更要請が受理されることを切に希望し

ます。 

 

 

 

 

                                          

マリウス・A・アオポッシ 

水利局長 
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資料 5. 討議議事録 (3)要請内容変更依頼書（和文） 

              

 

                 2003年 5月 9日 

  

ベナン共和国 

鉱山・エネルギー・水利省 

水利局 

No.642   DH/MEMH/   /DIH /SAEP 
 

 

    水利局長より 

           ＪＩＣＡ基本設計調査団長殿 

     コトヌーにて 

 

 

 

主題：要請内容の変更依頼（仮訳） 

  

調査団団長殿 
 

ベナン側はプロジェクトに必要な機材の調達に関して：、 
 

－ 給水施設建設後の維持・管理体制を確立するため普及啓蒙活動を強化・支援する 

 

－ 及び既存井戸施設の改修・修理体制を強化することを最優先する 

 

上記理由から、2003年 4月 11日付け協議議事録、ANNEXE3の要請機材リストから添付資料に記

述した要請機材リストへの変更を要請致します。 

 

ベナン側は上記の変更要請が受理されることを切に希望致します。 

 

 

 

 

マリウス・A・アオポッシ 

                         水利局局長 

鉱山・エネルギー・水利省 

                          ベナン共和国 
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   資機材調達に関する要請 

 
A. 啓蒙活動用機器  

a) 啓蒙機材搭載車両 4台 

b) 放映用ビデオ機材 4式 

c) 編集用ビデオ機材 4式 

d) 撮影用ビデオ機材 4式 

e) 啓蒙活動ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ用車両 2台 

f) 啓蒙活動用ﾓｰﾀｰﾊﾞｲｸ 12台 

 

B.  井戸改修・保守用機器  

a) メンテナンス・トラック 3台 

b) 保守用車輌 3台 

c) 水中ﾓｰﾀｰﾎﾟﾝﾌﾟ 6台 

d)  上記用発電機 3台 

e) 水位計 3台 

f) GPS 3台 

 

C. 探査機器  

a) 井戸検層器 1式 

b) 電気探査器 1式 

c) 電磁探査器 1式 

d) 実体鏡 1式 

e) GPS 1個 

g) コンパス 1個 

h) 曲線計 1個 

i) 探査用車輌 1台 

 

D. 水質試験機器  

a) 現場簡易水質試験機材 1式 

b) 試験室用水質試験機材 1式 

c)  多項目水質試験器 1式 

  

E.  人力ﾎﾟﾝﾌﾟ修理工具 30セット 

 

F.  井戸用ケーシング類  

a) ケーシング 100井分 

b) スクリーンパイプ 100井分 

c) ボトムプラグ 100個 

d) セントラライザー 100式 

 

G. 人力ﾎﾟﾝﾌﾟ  

a)  新規井戸用人力ﾎﾟﾝﾌﾟ 100式 

b) 上記ｽﾍﾟｱﾊﾟｰﾂ 1式 

c) 改修井戸用人力ﾎﾟﾝﾌﾟ 100式 

d) 上記ｽﾍﾟｱﾊﾟｰﾂ 1式 

 

H. 上記機材の交換部品 1式 
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資料 5. 討議議事録 (4)基本設計概要説明時（和文） 

 

ベナン共和国第 5次村落給水フェーズ５計画 

基本設計概要説明調査協議議事録（仮訳） 

 

2003年 4月、国際協力事業団（以下 JICAという）は「第 5次村落給水計画」（以下、計画とい

う）に関する基本設計調査団をベナン共和国に派遣し、協議、現地調査そして調査の技術的審査を

経て、基本設計概要書(案)を作成した。 

JICAは、基本設計概要書(案)の内容をベナン国に説明し、また、その内容に関する審議を行う

ため、JICA無償資金協力部業務第１課竹内博史を団長とする基本設計概要説明調査団（以下、調

査団という）を 2003年 7月 13日から 7月 21日までベナン国に派遣した。 

協議の結果、双方は附属書に記述された主要事項について確認した。 

   

2003年 7月 15日 コトヌにて 

 

               

                                                      

竹内 博史                マリウス・A・アオポッシ 

基本設計調査団長      水利局局長 

国際協力事業団      鉱山・エネルギー・水利省 

日本国          ベナン共和国 
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附属書 

 

1 基本設計概要書(案)の内容 

 ベナン側は調査団によって説明された基本設計概要書(案)の内容に関し、原則同意し、またこれ

を受け取った。 

2 日本の無償資金協力制度 

 ベナン側は 2003年 4月 11日に双方が署名した協議議事録の別紙 4、別紙 5に記述され、かつ、

調査団によっても説明がなされたベナン側が行うべき事項について理解した。 

3 調査の予定 

JICAは本協議結果に基づいてファイナルレポートを完成させ、2003年 9月頃ベナン側に提出す

る予定である。 

4 その他の協議事項 

4-1 協力対象内容 

 協力対象村落および協力対象機材リストについては Annex-1、Annex-2のとおりである。 

4-2 ベナン側の負担事項 

 本協力が実施される場合、ベナン側は、事業実施までに VATの免税、土地の使用許可、その他必

要な許認可の措置を確実にとること、また、資機材等の通関手続きを円滑に遂行することを確約し

た。 

4-3 運営維持管理 

 ベナン側は本プロジェクトで建設される井戸が確実に維持管理されるよう各村落の水管理委員

会を支援することを確約した。 

4-4 ソフト・コンポーネント 

ベナン側は、 

1) 井戸の維持管理体制のための普及啓蒙 

2) 国や各県の普及啓蒙に関する指導体制整備 

3) 井戸の維持管理 

にかかるソフト支援を確実に実施することを要望した。 

4-5 井戸モニタリング体制 

 調査団はベナン側が井戸の維持管理にかかる定期的なモニタリング体制を確立することが井戸

の適正な使用への必要条件であることを説明し、ベナン側は理解した。また、ベナン側は Annex-3

の井戸モニタリング様式により、今後、井戸モニタリングを実施することを確約した。 
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4-6 物理探査と普及啓蒙活動に関する技術協力 

ベナン側はこの分野に関し、日本人の技術者による技術指導を要望した。JICAは、ベナン側で必

要な手続きを取った上で、象牙海岸共和国の日本大使館と JICA事務所に申請するよう説明した。 

 

 

別添 1 協力対象村落 

別添 2  協力対象機材リスト 

別添 3   井戸モニタリング様式 
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別添 2  協力対象機材リスト 

 

 

 

機 材 名 数量 仕    様 用   途 

メンテナンス・トラック 3台 ｸﾚｰﾝ付ﾄﾗｯｸ 4×4 ｴｱｺﾝﾌﾟﾚｯｻ-、
電気溶接器搭載 既設井戸改修 

保守用車両 3台 2800cc級ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ  
ﾋﾟｯｸｱｯﾌﾟ ｼﾝｸﾞﾙｷｬﾌﾞ 4×4 

改修工事資材運搬

用 

水中ﾓｰﾀｰﾎﾟﾝﾌﾟ 6台 Q=3 ? /h  H=50m 3台 
Q=9 ? /h  H=80m 3台 揚水試験実施 

発電機 3台 AC3φ400V 11KVA 水中ﾎﾟﾝﾌﾟ運転 

水位計 3台 0～100m 井戸水位測定 

 

保
守
用
機
器 

 

GPS 3台 12ch受信方式、WAAS対応型 位置測定 

井戸検層器 1式 自記記録式、比抵抗・SP、200m 水源探査分析 

電気探査器 1式 深度 200m、ｹｰﾌﾞﾙ電極含む  〃 

電磁探査器 1式 周波数 8段階  〃 

実体鏡 1台 卓上型 計画策定用機材 

GPS 1台 12ch受信方式、WAAS対応型  〃 

コンパス 1個 簡易型  〃 

キルビメータ 1個 デジタル式  〃 

 
 
 
 

探
査
用
機
器 

探査用車両 1台 2800cc級ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ  
ﾋﾟｯｸｱｯﾌﾟ ﾀﾞﾌﾞﾙｷｬﾌﾞ 4×4 

機器搭載及び探査

業務用 

現場簡易水質試験機材  1式 18項目、300検体 現地水質測定 

試験室用水質試験機材  1式 精密分析装置、EC ﾒｰﾀ、PH ﾒｰﾀ 水質試験分析用 
水
質
試
験 多項目水質試験器 1式 EC・PH・水温測定、ｹｰﾌﾞﾙ電極付 井戸水質測定 

啓蒙機材搭載車両 4台 
4200cc級ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ 
ｽﾃｰｼｮﾝﾜｺﾞﾝ ﾛﾝｸﾞﾎﾞﾃﾞｨ 4×4 
撮影、編集、放映用機器搭載 

啓蒙活動実施 
 

啓蒙活動ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ支援

車両 2台 2800cc級ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ 
ｽﾃｰｼｮﾝﾜｺﾞﾝ 4×4 

維持管理教育、啓蒙

活動総括 

啓
蒙
活
動
用
機
器 啓蒙活動用ﾓｰﾀｰﾊﾞｲｸ 12台 80cc 啓蒙活動実施 
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資料 6 基本設計概要表 

1. 協力対象事業名 

ベナン共和国 第 5次村落給水計画基本設計調査 

2. 我が国が援助することの必要性・妥当性 

(1) ベナン共和国（以下「ベ」国と称する）は、西アフリカに位置する国土 112.622Km2、人口 675万人（2002

年人口センサス）で、農業部門が労働人口の 70％を占める農業国である。「ベ」国は 96年から続くケ

レク政権の下、「民主化および経済構造調整」を推進し、また、世銀、IMFの支援を受けて「第 3次構

造調整計画」の取り組みにより 99年における実質経済成長率 5％、インフレ率 3％の成果を得、「ベ」

国の経済改革努力に対するドナー側の評価は高い。 

わが国との関係については「ベ」国から綿花等を輸入し、鉄鋼板・自動車等を輸出している状況であ

り、また経済協力については、農林水産業や基礎生活分野を中心とした無償資金協力や技術協力の実

施、「ベ」国の構造調整努力支援のための円借款やノンプロジェクト無償資金協力が実施されてきてい

る。 

(2) ベ国政府は 2002年に「貧困削減ペーパー（PRSP）」を作成しセクター毎の政策形成段階に入っている。

この中で給水部門については 2005年までに村落住民 878,500人を対象に新規水源 2200箇所の建設、

1314箇所の既存水源改修を計画し、その実現により現況の 49%の給水率を 2005年末に 64.7％に改善

しようとしている。 

しかし、現在までにその約 30%しか工事実施のめどが立っておらず、農村地域への水供給が立ち遅

れている状況である。特に今回の無償資金協力対象地域であるズー、コリーヌ、クフォーの 3 県は地

下水探査・掘削ともに困難である新しい硬岩が広がる地域であるため、遠隔地までの水汲みや不衛生

な水の摂取を行っており、水汲み労働による就学困難・労働力減少、慢性的な水因性疾患の発生など

の問題を抱えている。この地域に主眼を置いた支援は「ベ」国給水政策を強力に推し進めるものであ

り、わが国が支援する意義は高いものと考えられる。 

3. 協力対象事業の目的（プロジェクト目標） 

ズー県、コリーヌ県、クフォ県の村落部において、給水施設の整備を行うことにより、対象地域の給水

人口を増加させることを目標とする。 

4. 協力対象事業の内容 

(1) 対象地域 

ベナン共和国 ズー県、コリーヌ県、クフォ県の村落部 

(2) アウトプット 

・プロジェクトの対象村落において、人力ポンプ付き深井戸の建設によって給水システムが整備される。

・プロジェクトの対象県及び、管轄省庁において井戸掘削・給水施設の維持管理・住民啓蒙活動に必要

な機材及び、スペアパーツが整備される。 
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(3) インプット 

＜日本側＞ 

・人力ポンプ付深井戸 113ヶ所の新設 

・既存深井戸 100ヶ所の改修工事 

・井戸掘削・地下水探査・住民啓蒙活動に必要な機材の調達 

・人力ポンプ付深井戸施設の維持管理体制構築のための技術指導 

＜ベナン国側＞ 

・人力ポンプ付深井戸施設の建設用地の確保 

・給水施設の維持管理に係る啓蒙活動担当者の確保 

(4) 総事業費 

概算事業費  8.12億円 （日本側  7.98億円、ベナン共和国側 0.14億円） 

(5) スケジュール 

詳細設計期間を含め約 27ヶ月の工期を予定 

(6) 実施体制 

ベナン共和国 鉱山・エネルギー・水利省水利局， ズー、コリーヌ、クフォ県水利局 

5. プロジェクトの成果 

(1) プロジェクトの裨益対象の範囲及び規模 

裨益対象の範囲：ベナン共和国 ズー県、コリーヌ県、クフォ県の村落部 

裨益人口：上記対象 195村落の住民 162,000人に安全な水を供給 

(2) 事業の目的（プロジェクト目標）達成を示す成果指標 

対象 3県（ズー県、コリーヌ県、クフォ県） 
 

実施前( 2002年) 実施後 (2007年) 

給水人口 (人) 674,250 836,250 

給水率（％） 41％ 45％ 
 

6. 外部要因リスク（事業の目的（プロジェクト目標）の達成に関するもの） 

① 大規模な天候不順や洪水等の自然災害 

② 予見を超えた急激な地下水位低下 

7. 今後の評価計画 

(1) 事業評価に用いる成果指標 

事業対象地域の給水人口 

(2) 評価のタイミング 

2007年以降 
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